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強い乳びが認められた新鮮凍結血漿―LR
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新鮮凍結血漿―LR（FFP）融解後に稀に見られる白濁
は食餌由来の脂肪成分が析出したものであり１），品質に
問題はなく使用には差し支えないとされている２）．血液
センターでは濁度の高い FFPは凍結前に除外され製品
化されていないが，凍結融解することにより凍結前よ
り濁度が増すことがある３）．
今回，ICUにて融解後に強い白濁を呈した FFPが品

質異常の疑いで輸血部門へ返品された事例を経験した．
輸血部門にて再度 FFPの外観を確認し白濁は乳びと判
断，不適正温度での融解時に見られる沈殿物や凝集塊２）

は認められなかったため，有効利用の観点から使用に

至った．
製剤セグメントの血漿について，乳びの主な原因で
ある中性脂肪（TG）を測定したところ 314mg/dl と基
準値の 2倍以上を示した．患者の TG値への影響は，投
与前 51mg/dl，投与直後 75mg/dl と 24mg/dl 上昇し
た．患者の体重（68kg）から算出した理論上の予測上
昇TG値は約 26mg/dl で実測上昇値と同程度であった．
なお患者は前日及び当日の食事は未摂取であり検査値
への食事の影響は無い．この強乳び製剤の使用による
明らかな副反応は認められなかった．
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